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Development of Teaching Materials and Report of Science Class for School 
on the Microscale Experiments




















































































































































































　【実験 1】試験管に、粉末硝酸カリウム 4.8 g、水12 mLを加えて加熱する。溶解後、溶液をシャー
レに静かに注ぎ、放置して冷却する。
　【実験 2】ビーカーに、粉末塩化アンモニウム21 g、水45 mLを入れ、加熱溶解後、溶液を試
験管に入れて冷却する。試験管は静置して放冷する。


















　　ストップウォッチ、80 ％エタノール、 水性サインペン 6本（ 6色）






　②六角形の対角線を 3本ひき（図 8右）、線に沿って、はさみで切れ目をいれる（図 8右）
　③ 切った部分を折り曲げて、三角形の頂点（ 6ヶ所）で立つようにする。
　④ エタノールを小さいポリプロピレン容器にいれ、シャーレの中央に置く（図 9）。























































 3 . 3 再結晶法
　兵庫県内の中学校における授業実践の例を以下に紹介する。 1クラス40人の 3クラス、計
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